
羽生を変える力になる！ 
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志木市長選挙にて 

埼玉県最年少市長誕生に尽力 

ハレーマニア宅を訪問 

ちょこっと跨る！ 

累計約７９億円の配分金をいただい 

ている埼玉県都市競艇組合を視察 

 

福島県金山町にて炭酸

水が湧き出る井戸の前 

 ほとんど毎日更新中！ 中島なおき 検索 

八潮市夏のトリプル選挙 仲間の県議補選、市議選を応援 

９月定例会一般質問 通告内容は裏面へ！ 



 9月定例会は「藍染議会」と称し、9/3から 9/26 までの 24日間の日程で開かれました。 

 市長提出議案として、平成 24年度羽生市一般会計歳入歳出決算と 7つの特別会計歳入歳出

決算、一般廃棄物処理施設整備基金条例、損害賠償請求訴訟に対する和解、土地開発公社の

解散などの19議案と諮問1件、議員提出議案の「地方税財源の充実確保を求める意見書」が上

程され、それぞれ原案のとおり、賛成全員、賛成多数で認定、可決、同意されました。 

市の財源は、皆様に納めていただく住民税、固定資産税、法人市民税、都市計

画税、市たばこ税、入湯税、軽自動車税などの市税や使用料、手数料などの自主財

源と、地方交付税、地方消費税交付金、国庫支出金、県支出金などの依存財源の 2

種類に分けられます。 

上表は過去 4 年間の自主財源である市税収入額一覧です。平成 20 年度から収

納課が設置され、専属職員により、市税の他、国民健康保険税、介護保険料、保育

料、市営住宅家賃などの相談を受け付けるとともに、督促、催告を行っています。 

  

  

中島が見る市政一押し情報 

①羽生市土地開発公社が解散 
 市に代わって公共事業用地の先行取得を行

い、道路、公園、市街地開発などのまちづくり

に貢献してきた羽生市土地開発公社。 

 社会経済情勢の変化から、公共用地の先行

投資の必要性はうすれ、近年公社の活動は休

止状態となっていました。 

 将来負担を先送りすることなく、更なる財政健

全化を進めるために、政府の制度を活用し、公

社を解散することになりました。 

②パスポート事務が始まります！ 
 10月 1日から市役所でパスポート 

（旅券）が取得できるようになりました。 

市民生活課で受付しています。 

③ごみ処理施設整備基金が設立 
老朽化著しい羽生市清掃センター。施設の

更新に備えるための基金条例が制定され、平

成 25 年度一般会計補正予算において、1 億

円が積み立てられました。 

④羽生市清和園に指定管理者制

度を導入岩瀬地区にある 

養護老人ホーム羽生市清和 

園。来年 4月から指定管 

理者として「社会福祉法人さ 

きたま会」が管理運営することになりました。 

⑤市役所の休日開庁が増えました。 
休日開庁が月 2 回に増えました。第 1 日曜

日、第 3 日曜日が開庁しています。平日お勤

めの方、急に関係書類が必要な方は有効にご

活用ください。（午前中のみ） 

また、悪質な滞納者に対しては、給料や保険、その他財産の差し押さえ、公

売など積極的な収納事務が行われており、平成 24年度の羽生市の市税徴収率

は、埼玉県 39市中（白岡市除）で 7位と上位に位置づけられています。 

® 

 

 

 

  

 

今年も羽生水郷公園を会場として、11月 23日（土）24日（日）の 2日間の日程でゆるキ

ャラ®さみっとｉｎ羽生が行われます。当日は周辺道路が大変混雑しますのでご注意ください。 

平成21年度 平成22年度 平成23年度　 平成24年度

一般会計決算 約172億円 約181億円 約186億円 約186億円
市税収入 78億494万8,000円 75億6,363万4,000円 76億1,829万7,000円 75億2,872万5,000円
不納欠損額 5,658万5,000円 8,248万4,000円 5,215万4,000円 7,291万2,000円
徴収率 97.9% 98.1% 98.5% 98.6%
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９月定例会中島なおき２５回目の一般質問 中島なおき 発言録 検索 

①
成
年
後
見
制
度
の
現
状
に
つ
い
て 

Ｑ
．
従
来
の
禁
治
産
・準
禁
治
産
制
度
に
代
わ
っ
て
作
ら
れ
た
成
年
後
見
制
度
。

羽
生
市
で
は
ど
の
よ
う
に
制
度
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
の
か
？
市
民
後
見
人
の
確

保
が
自
治
体
の
努
力
義
務
に
な
っ
た
が
、
市
民
後
見
人
の
養
成
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
？ 

Ａ
．
担
当
課
窓
口
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
に
て
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
後
見
人
の
養
成
に
つ
い
て
は 

相
談
件
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。 

需
要
の
見
込
み
も
含
め
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

②
外
来
生
物
の
現
状
と
そ
の
被
害
に
つ
い
て 

Ｑ
．
比
企
郡
市
、
秩
父
地
域
を
中
心
と
し
て
、
ア
ラ
イ
グ
マ
と
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る

農
作
物
や
人
家
等
へ
の
被
害
が
大
変
に
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
外
来
生

物
の
羽
生
市
で
の
生
息
状
況
は
？
農
作
物
や
人
家
等
へ
の
被
害
の
状
況
は
？  

Ａ
．
ア
ラ
イ
グ
マ
は
平
成
２２
年
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
不
明
。
ア
ラ

イ
グ
マ
は
こ
れ
ま
で
確
認
累
計
は
１８
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
１１
頭
。
ブ
ド
ウ
、
ス
イ
カ
、

イ
チ
ジ
ク
、
梨
へ
の
被
害
や
人
家
への
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

③
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て 

Ｑ
．
全
国
各
地
で
企
業
の
従
業
員
に
よ
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
の
不
適
切
な
書

き
込
み
や
写
真
の
投
稿
が
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
羽
生
市
役
所
に
お
い
て

も
市
職
員
や
関
連
団
体
職
員
に
よ
る
不
適
切
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
書
き
込

み
や
写
真
投
稿
が
見
受
け
ら
れ
る
。
現
状
を
直
ち
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
厳
格

に
対
処
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
個
人
で
利
用
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
組
織
の
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
庁
内
で
し
っ
か
り
と
し
た
研

修
等
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
？ 

Ａ
．
調
査
を
行
い
、
適
切
に
対
応
す
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
シ
ー
を
策
定

し
、
明
確
な
ル
ー
ル
作
り
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
方
法
の
研
修
を
行
う
。 

認知症、知的障がいや精神障がいにより、判断能力が不十分

な方を保護するという視点から、外来生物から市民生活や農作

物を守るという視点から、市民からより信頼される市役所をつくる

という視点から以下 3項について質問を行いました。 

掲載は紙面の都合上、質問、答弁とも大幅に割愛しています。

タイムラグは生じますが、中島の議会での発言は「羽生市議会議

員 ５番 中島直樹（無所属）の議会発言録」でご確認ください。 

 

羽生市の借金残高をお知らせします。 
羽生市の借金残高はH17

年度決算では約 365 億円だ

ったものが、H24 年度決算

では約 298 億円まで減少し

ました。7 年間で約 67 億円

の借金返済をしています。 

 H15 年以降、新たな事業

やインフラ整備を控え、借金

返済に主眼を置いた行財政

運営が行われてきましたが、

今後は地域、市民の要望に

もしっかりと応えるバランスの

とれた行財政運営を行う必要

性を感じています。 



【中島なおき（直樹）の生きざま】 

●昭和47年11月生まれ（40歳） 身長184センチ 体重75キロくらい A型 さそり座 

●埼玉栄高等学校普通科 日本福祉教育専門学校社会教育学科 日本大学法学部政治経済学科卒業 

●神奈川県内の児童福祉施設勤務を経て、鴻巣市社会福祉協議会職員となる 

●平成18年（33歳）埼玉県内の若手地方議会議員有志主宰の「若手政治家養成塾」へ入塾  

●平成19年（34歳)正真正銘「地盤 看板 カバンなし」から羽生市議会議員一般選挙に単身挑み初当選  

●平成23年（38歳）羽生市議会議員一般選挙に２度目の立候補 現職無所属候補のほとんどが前回よりも

票を落とす中、唯一得票を大きく伸ばし再選を果たす 

■所属：第2期若手政治家養成塾副代表 NPO法人地方議会制度研究センター副代表理事 

青年地方議員の会会員 

■趣味：釣り 読書 家庭菜園 写真  ■特技：ギター弾き語り バスケットボール ハンドボール 

■家族：保育士の妻 長女 次女  ■ペット：クサガメのかめきち 

 

中 島 な お き 事 務 所

議会＆活動レポート No,３９ 

 

〒348-0071 羽生市南羽生 4-17-2 
070-6526-8612  Fax 048-562-4231 

 japanist0422@live.jp 

※ このレポートは、他人に委ねる事無く、毎回、中島本人が直接皆様にお届けしています。 

 

® 

 平成 19 年、23 年の市議会議員一般選挙において、皆様から市議会議

員に選んでいただきました。様々な葛藤を抱えながらも、日々積極的に議

員活動、政治活動に取り組み 6年半が経過しようとしています。その活動の

内容について報告をさせていただきます。また、１年半程前から、市議会と

行政が対立する機会が度々見られるようになりました。なぜ行政と議会が

対立するのか？羽生市役所では何が起こっているのか？市議会はどうなっ

ているのか？中島の視点で丁寧に説明をさせていただきます。 

・日時 １１月 ９日（土） （予約不要） １０：００～１１：３０ 
場所 パープル羽生 （女性センター/南 5-4-3） 第３研修室 

・日時 １１月１０日（日） （予約不要） １０：００～１１：３０ 
場所 新郷公民館 （上新郷 5630-4）  講堂 

・日時 １１月１６日（土） （予約不要） １０：００～１１：３０ 
場所 須影公民館 （須影７１４） ２階 図書室 

 

※ 特定の方を対象とした報告会ではありません。どなたでもお気軽にお集まりください。 
※ 時間と場所のお間違いがないようご注意ください。 

 

 


